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こ
の
度
皆
さ
ま
の
推
薦
を
受
け
会

長
に
就
任
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
菲
才
の
身

で
、
そ
の
器
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が

一
生
懸
命
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
ず
出
来
る
こ
と
か
ら
実
践

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
門
徒
推
進
員
と
は
、
要
綱
で

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
信
順
し
、
如

来
の
本
願
を
大
地
と
し
、
そ
の
教
法

に
生
き
る
も
の
の
、
誇
り
と
喜
び
の

名
の
り
が
門
徒
で
、
そ
れ
を
継
承
す

る
一
人
と
し
て
、
教
団
の
運
動
に
積

極
的
に
参
加
す
る
人
を
門
徒
推
進
員

と
い
い
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
を
究

極
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
生
き
ら
れ

た
親
鸞
聖
人
に
学
び
、
つ
ね
に
全
員

が
聞
法
し
全
員
が
伝
道
し
て
、
私
と

教
団
の
体
質
を
改
め
、
差
別
を
は
じ

め
と
す
る
社
会
の
問
題
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
御
同
朋
の
社
会
の
実
現

を
め
ざ
す
こ
と
で
、
僧
侶
、
門
徒
の

た
ゆ
み
な
い
本
来
化
へ
の
営
み
で
あ

り
教
団
の
基
幹
運
動
を
僧
侶
と
と
も

に
実
践
す
る
門
徒
で
あ
り
ま
す
。
所

定
の
研
修
を
経
て
、
当
該
教
務
所
長

よ
り
委
嘱
さ
れ
た
人
を
い
い
ま
す
。

と
規
定
さ
れ
て
い
る
通
り
、
私
の
今

後
取
り
組
み
と
し
て
、
現
在
で
は
次

の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
ず

第
一
に
山
陰
教
区
門
徒
推
進
員
に
委

嘱
さ
れ
た
方
々
を
組
単
位
に
実
情
を

掌
握
し
活
動
の
輪
を
広
め
て
い
き
ま

す
。
特
定
の
人
だ
け
で
な
く
一
人
ひ

と
り
が
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
理
事

や
世
話
人
さ
ん
と
連
携
を
持
っ
て
、

よ
い
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
門
徒
推
進

員
の
育
成
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
次
に
所
属
寺
で
の

活
動
は
ご
住
職
坊
守
さ
ま
と
よ
く
相

談
し
て
活
発
に
お
こ
な
い
、
護
持
発

展
は
も
と
よ
り
、
門
信
徒
へ
の
手
助

け
等
を
し
な
が
ら
、第
一
に
は
聴
聞
、

第
二
、
第
三
と
も
聴
聞
を
か
さ
ね
研

鑽
し
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま

す
。
第
三
に
、
自
分
だ
け
で
な
く
御

同
朋
御
同
行
の
精
神
の
も
と
、
門
徒

推
進
員
の
増
員
に
つ
と
め
、
山
陰
教

区
当
該
寺
院
で
は
最
低
一
人
の
門
徒

推
進
員
を
養
成
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
ご
住
職

が
た
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
申
し
ま
し
た
が
、
私
一

人
で
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
。
門
徒
推

進
員
の
方
々
、
お
よ
び
皆
々
さ
ま
の

ご
協
力
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ

て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

合
掌

会
長
に
就
任
し
て

山
陰
教
区
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会  

会
長 

　
松
浦
　
靖 

総会・研修会（6月19日）
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我
が
国
は
、
い
よ
い
よ
人
口
減
少
社

会
に
突
入
し
た
。
今
日
ま
で
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
、
過
疎
地
域
に
生
き
る

我
々
は
、
こ
の
先
ど
う
な
る
こ
と
か
と

不
安
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
先
日
、
下
校

途
中
の
子
ど
も
達
に
出
会
っ
た
。「
お
か

え
り
」
と
声
を
か
け
る
と
「
た
だ
い
ま
」

と
明
る
い
返
事
が
か
え
っ
て
き
た
、
そ

の
中
の
数
人
は
日
曜
学
校
に
来
て
い
る

馴
染
み
の
子
ど
も
で
あ
っ
た
。
別
の
日
、

同
じ
下
校
途
中
の
子
ど
も
に
出
会
い
、

同
じ
く
声
を
か
け
た
が
そ
の
子
た
ち
は

横
を
向
い
て
無
言
で
立
ち
去
っ
た
。
後

で
ふ
と
気
づ
い
た
、
そ
の
子
た
ち
に
と

っ
て
、
私
は
変
な
お
じ
さ
ん
な
ん
だ
と
。

い
つ
か
、
日
校
に
来
て
い
る
女
の
子
が

携
帯
用
の
防
犯
ベ
ル
を
見
せ

て
い
た
。
人
間
不
信
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
人

の
社
会
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
だ
ろ
う
か
、
こ
こ
ろ
寒

い
思
い
を
感
じ
た
。
昨
年
、

推
進
員
の
皆
様
の
念
願
か
な

い
『
邑
智
門
徒
推
進
員
連
絡

協
議
会
』
が
発
足
し
た
。
門

徒
推
進
員
要
項
の
中
に
、
役

割
と
活
動
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
自
覚

を
も
っ
て
寺
院
、
家
庭
、
職
場
、
及
び
、

地
域
な
ど
、
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
活

動
を
展
開
し
、
さ
ら
に
、
寺
院
の
教
化

組
織
、
組
、
教
区
の
基
幹
運
動
推
進
委

員
会
関
係
者
と
と
も
に
、
基
幹
運
動
の

推
進
に
あ
た
り
ま
す
、
と
あ
る
。
発
足

し
た
協
議
会
の
席
で
、
あ
る
方
が
、「
私

た
ち
に
出
来
る
こ
と
を
さ
せ
て
下
さ
い
、

私
た
ち
は
お
寺
の
手
伝
い
が
し
た
い
の
で

す
」
と
、
勿
体
な
い
お
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。
過
疎
の
地
域
で
、
小
さ
く
て
も
い
い
、

少
な
く
て
も
い
い
、
お
念
仏
弘
通
の
責
任

を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
た
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
組
連
研
に
お
い
て
推
進
員

の
皆
様
に
Ｏ
Ｂ
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

い
た
。
組
で
は
第
十
四
期
連
研
の
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
世
の
な

か
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
（
宗
祖

ご
消
息
）、
宗
祖
の
お
心
を
い
た
だ
き
、

来
た
る
平
成
二
十
三
年
に
始
ま
る
親
鸞
聖

人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
を
お
迎
え
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（2）

共に歩もう
僧侶の声

寄　稿
国
勢
調
査
に
み
る

過
疎
と
人
口
減
少
社
会

邑
智
西
組
々
長

朝
　
枝
　
弘
　
照

新しく門徒推進員になられた方々を紹介します。

登録番号397
①原田祐次（はらだゆうじ） ②出雲組妙寿寺
③門徒推進員としての自覚を持ち、お寺の諸行事に参加、自ら
聴聞に励む。
④毎月の諸行事のお手伝い
⑤特になし

登録番号398
①湯浅きよ子（ゆあさきよこ） ②出雲組妙寿寺
③「阿弥陀様のおはたらきにより正しい道を聞きわけて念仏生
活にいそしみます。」と決意表明したので朝夕のおつとめを
しております。
④仏婦会員、お寺の諸行事のお手伝い（年間10回程度の諸行
事があり、その準備、片つけ等）
⑤子供（娘）が仏壇にお参りしないので、いつになったら手を
あわす様になってくれるのか。親の後姿はいつ届くのかなー
と、気長に待ちつづける私です。

登録番号399

①宍戸芳子（ししどよしこ） ②松江組明宗寺
③お寺の諸行事に積極的に参加する。聞法につとめ、お念仏の
喜びの輪を広げる。
④仏教女性会案内状の宛名書(毎月1回）、清掃奉仕。ボランテ
ィア参加。永代経、報恩講の法要案内状の手渡し配布。
⑤推進活動の一環として、気楽に話し合える場として環境作り
の是非を問い、その目的に向って完遂する方法の議論を深め
ていく必要性を感じている。

登録番号400

①田原久美子（たばらくみこ） ②松江組明宗寺
③ご聴聞を重ね、念仏生活にいそしみます。
④毎月の仏教女性会へのご聴聞
⑤門徒推進員としての日々が浅く悩みがわかりません。

登録番号401

①勇知摂子（ゆうちせつこ） ②松江組明宗寺
③先輩と集りを持って協力し合って活動します。
④清掃奉仕、各行事案内状配り、通信物の宛名書き
⑤門徒推進員がどの様な事に携わるのかも知らずに連研、中央
研修に参加し、勉強させて頂きましたが、正直なところ推進
として今後活動する事が出来るか不安を抱いております。

登録番号402

①岸本邦夫（きしもとくにお） ②出雲組東林寺
③互いを認め合う心を広めます。
④仏壮の中での活動と年間法座への協力
⑤門推となって10ヶ月特にありません。

①氏名（ふりがな） ④門徒推進としての現在の活動
②所属寺 ⑤門徒推進員としての悩み
③門徒推進員としての決意

※掲載順は登録番号順

質 問
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今
、
因
幡
組
は
、
小
学
校
三
年
生
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
出

雲
組
を
始
め
と
す
る
島
根
県
の
門
徒
さ

ん
の
活
躍
に
く
ら
べ
る
と
、
や
っ
と
一

人
歩
き
が
出
来
る
位
に
な
っ
た
と
、
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
壮
年
会
や
仏
婦
活
動

は
、
活
発
な
寺
院
と
、
こ
れ
か
ら
で
す

と
い
う
寺
院
と
の
格
差
が
あ
り
ま
す
。

出
来
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
な
こ
と
が
あ
り
、
む
つ
か
し
さ
が

わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
壮
年
部
は

地
味
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
寺
院

の
方
々
に
働
き
か
け
を
続
け
、
こ
こ
三

年
間
の
間
に
は
、
三
ヵ
寺
位
は
、
壮
年

会
が
誕
生
し
そ
う
で
す
。
仏
婦
活
動
は

さ
す
が
に
歴
史
が
古
く
、
組
の
各
寺
院

と
も
、
活
発
に
教
化
活
動
に
と
り
く
ん

で
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ど

の
寺
院
と
も
、
若
婦
の
活
動
に
今
後
と

り
く
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
よ
り
、
因
幡
組
も
第

二
期
の
連
続
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
勢
受
講
者
数
は
八
十
二
名
で
し

た
。
修
了
者
は
六
十
五
名
と
い
う
成
績

で
し
た
。
中
央
教
修
に
も
参
加
い
た
だ

き
、
九
名
修
了
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

又
、
六
十
五
才
以
上
の
修
了
者
の
、

本
山
で
の
中
央
教
修
に
も
四
名
参
加
さ

れ
、
と
も
に
、
感
動
と
熱
意
を
持
っ
て

帰
鳥
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
、
第
三
期
の
連
続
研
修
が
開
始
さ

れ
、
第
二
期
の
反
省
か
ら
人
数
を
減
ら

し
、
四
十
四
名
で
出
発
し
ま
し
た
。
第

二
期
と
比
較
し
て
、
平
均
年
令
が
、
四

十
数
才
と
、
若
々
し
い
方
々
で
す
。
因

幡
組
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
ス

タ
ッ
フ
一
同
も
、は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
教
団
は
、
こ
の
活
動
に
、

か
か
っ
て
い
ま
す
。
寺
院
と
門
信
徒
の

固
い
結
び
つ
き
と
、
社
会
へ
の
活
動
、

地
域
と
寺
院
活
動
の
結
び
つ
き
。
青
少

年
へ
の
と
り
く
み
な
ど
、
や
る
べ
き
こ

と
と
、
方
向
性
は
見
え
て
い
る
わ
け
で

す
。
あ
と
は
、
私
達
一
人
ひ
と
り
の
熱

情
、
研
鑽
、
行
動
、
組
織
づ
く
り
に
か

か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
宗
祖
聖
人
、

中
興
蓮
如
上
人
の
生
き
方
に
学
び
な
が

ら
、
お
念
佛
の
歩
み
を
進
ん
で
い
き
た

く
思
い
ま
す
。

合
掌

因
幡
組
基
推
委
の
現
況

因
幡
組
々
長

山
　
名
　
法
　
道

登録番号407
①田中秀男（たなかひでお） ②因幡組光輪寺
③寺の行事、研修会等に積極的に参加する。
④体の都合がつく限り寺の行事に参加している。
⑤寺の行事と地域の行事が集うことがあり、寺の行事に参加で
きない事がよくある。

登録番号408
①三村善信（みむらよしのぶ） ②因幡組光輪寺
③聴聞に励み、お寺のニーズに答えてゆく様、心がけたい。
④因幡組に於いては、私達が始めての新入会員で組長と具体的
な活動について協議中
⑤上記の状態で未だ悩みとなる事由は発生しておりません。

登録番号409
①足利八千代（あしかがやちよ） ②因幡組願正寺
③寺院での活動に協力しお念仏の喜びの輪を広げ、ともに歩ん
で行きたいと思います。
④寺院での研修会、講座活動又、婦人部の活動のお手伝いをさ
せて頂いています。
⑤中央研修を受ける、呼びかけが必要と思い、声かけをしてい
ますが年齢の事もあり呼びかけがむずかしい。

登録番号410
①小谷弥生（こだにやよい） ②因幡組願正寺
③子供早起き会のお手伝い
④我が家の孫2人お世話になった早起き子供会9年間でした。
今年三月で下の孫が卒業し、淋しく思いましたが、お手伝い
することが出来うれしく思っています。小さい子供達の合掌
する姿、いつまでも続いてくれることを念じます。
⑤子供の少子化で悩んでいます。

登録番号405

①中村 宏（なかむらひろし） ②因幡組浄宗寺
③御恩報謝の御教を学び取り、もし、こんな私が自分の体験か
ら、同じ苦しみをされている人と共に御仏の御教を深めて行
きたいと存知ます。
④現役で仕事していますので、仕事の傍らで、出会った人と御
仏の大慈悲と御恩を頂いている事などを話しています。
⑤現在、門徒推進員として、全力で働けない事もあり、又、自
分自身が未熟者のため、まだまだ、活動らしい事が出来てい
ない事、申し訳ない事と思っております。

登録番号403

①鎌田晃一（かまたこういち） ②神門組明顕寺
③私は、阿弥陀如来さまの光を見出す努力をいたします。
④特に積極的に活動しているわけではありませんが、折りにふ
れ周りの人に浄土真宗の話をしています。
⑤理想と現実との大いなるギャップ。

登録番号406

①池本 淳（いけもとすなお） ②因幡組光輪寺
③報恩感謝の心で過せるようつとめていけるように
④“完璧でなくていい、今私に出来ることは”を思いながら行
動します。
⑤因幡組での初の推進員であり、19ヶ寺の住職さん方との対
話から役割りを見出すことができていないと思います。
共通のテーマで役割分担で取組む活気がほしくなります。



登録番号411

①川上隆子（かわかみたかこ） ②神門組乘光寺
③お寺へもっと親しみを持って通いたい。
④所属寺院の行事のお世話、参加。
⑤近所の同じ門徒さんを、もっとお寺に親しみを持って行事と
か奉仕に参加を呼びかけるが、なかなか効果が上がらない。
（時間を掛けて努力をしたい）

登録番号417
①長谷川幸恵（はせがわゆきえ） ②因幡組願正寺
③孫達と育てる事から始めたい。（考えられない様な事件が多
い世の中に入り込むために心の修養が必要）
④お寺の行事の時のお手伝い、孫達とのおつとめ等
⑤法座の時のお参りが少い事

登録番号416
①横川寛子（よこがわひろこ） ②因幡組願正寺
③御院家さんと相談しながら、私のできることから、他の門推
の方々と連携を持ち、お念仏のよろこびの輪を広げていきた
いと思います。
④お寺さんの行事がある時は、出来るだけ、すすんで、又仏婦
の活動のお手伝いさせて頂いています。
⑤私の周りの人も含めて若い人へのお寺へ近付いて頂くこと。

登録番号418
①有田幸子（ありたさちこ） ②出雲組通伝寺
③浄土真宗のみ教えを心の支えとして聴聞の輪を広めたいと思
います。
④仏教婦人会のお世話をさせていただいています。
年間の主な行事：初参、小学校入学報告法要、老婦人の集い、

年2回の仏教婦人会担当の定例会
⑤定例の勉強会に若婦人の方々の出席が少ないこと。

登録番号419
①日野晴子（ひのせいこ） ②出雲組通伝寺
③1人でも多くの人々に法座のご縁に会っていただくようお誘
いをしたいと思います。
④お寺の活動に積極的に参加しています。(お寺の法座、仏婦
活動、毎月の定例会など）

登録番号412

①川上吉之（かわかみよしゆき） ②神門組乘光寺
③寺報「明光」の発行継続に協力する。
④寺報「明光」発行に協力、所属寺院の行事の世話、参加。
⑤まだわからない。

登録番号414

①布野光宏（ふのみつひろ） ②神門組長楽寺
③浄土宗を学び、そして全員聞法・全員伝道を目指して努力を
したい。
④先輩の門徒推進員がおられず基盤がなく、特に活動していな
い。
⑤門徒推進員としてのあり方、すべきことを把握する。

登録番号415

①谷口益子（たにぐちますこ） ②因幡組願正寺
③人生の生き方をみ教えに問い聞き学ぶ
④寺で開催される行事、研修会へ近隣の方を誘って積極的に参
加している。
⑤経験も浅く何をしてよいか分かりません。

門
徒
推
進
員
の
皆
様
、
日
夜
ご
法
義

繁
昌
の
た
め
に
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

私
は
中
央
教
修
九
五
回
修
了
生
で
す
。

真
の
修
了
生
と
言
え
る
か
ど
う
か
自
問

自
答
し
て
い
ま
す
が
、
た
だ
あ
の
時
に

決
意
表
明
で
述
べ
た
「
仏
教
壮
年
会
の

活
動
に
努
力
し
ま
す
」
に
つ
い
て
は
微

力
で
す
が
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
が
山
陰
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
の

理
事
長
に
な
っ
て
二
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
基
幹
運
動
の
中
核
に

な
る
と
の
こ
と
で
出
来
た
「
仏
教
壮
年

会
」
そ
し
て
「
門
徒
推
進
員
制
度
」
で

す
。
山
陰
教
区
四
四
〇
ヶ
寺
の
う
ち
教

区
に
登
録
さ
れ
て
い
る
仏
教
壮
年
会
は

七
七
ヶ
寺
で
す
。
全
国
仏
教
壮
年
会
義

で
は
全
国
五
三
三
組
の
全
組
に
仏
壮
組

連
盟
を
、
そ
し
て
寺
院
数
一

〇
三
〇
六
ヶ
寺
の
五
十
％
に

仏
教
壮
年
会
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
き
た
く
活
動
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。

山
陰
教
区
で
も
平
成
十
七

年
度
教
区
の
基
幹
運
動
推
進

委
員
会
の
中
に
仏
壮
拡
大
専

門
委
員
会
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
平
成
十
七
年

度
は
教
区
内
の
五
ブ
ロ
ッ
ク

の
基
幹
運
動
推
進
会
議
で
仏
教
壮
年
会

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い

し
「
一
通
の
手
紙
か
ら
」
と
い
う
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
り
ま
し
た
。
ま
た
教
区

内
の
仏
教
壮
年
会
の
実
態
を
知
る
意
味

で
組
の
相
談
員
さ
ん
を
対
象
に
し
た
も

の
と
、
仏
教
壮
年
会
の
会
長
さ
ん
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

仏
教
壮
年
会
が
出
来
な
い
理
由
に
つ

い
て
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
過
疎
の
た
め

門
徒
数
が
少
な
い
、
門
徒
が
高
年
齢
の

方
が
多
い
、
住
職
さ
ん
の
熱
意
、
積
極

的
な
姿
勢
が
ほ
し
い
、
会
費
の
問
題
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
て

平
成
十
八
年
度
は
一
組
一
ヶ
寺
の
設
立

を
目
指
し
て
努
力
し
て
行
き
た
く
思
い

ま
す
。
門
徒
推
進
員
の
皆
様
の
ご
叱
声
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

私
の
好
き
な
歌

「
安
か
り
し
　
今
日
の
一
日
を
　
よ
ろ

こ
び
て
　
み
仏
の
前
に
　
ぬ
か
ず
き
ま

つ
る
」

合
掌

（4）2006（平成 18 ）年 1  月 20 日

教化団体からの
声

寄　稿
組
織
拡
充

山
陰
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
　
理
事
長

杉
　
本
　
健
　
治



登録番号421

①足立一博（あだちかずひろ） ②出雲組妙寿寺
③私は「基幹運動」に積極的に取り組みます。
④仏教壮年会の地域の役員として活動させてもらっています。
⑤人、一人、地域別、宗門、お寺、仏事に関して考え方の異な
る中で、どのように役目を果たせるか、独り善がりならない
か心配しています。

登録番号420

①日野久夫（ひのひさお） ②出雲組通伝寺
③お寺の行事に積極的に参加し、子、孫に影響を与える行動をとる。
④お寺の行事に参加。委員（監事）
⑤お寺の行事に対して門徒の人々に案内してもなかなか出席し
てもらえない。

登録番号424

①多久田豊子（たくだとよこ） ②出雲組妙寿寺
③お寺の行事がある時知り合いの門徒さんを誘って聴聞したい
と思います。
お寺のお手伝いをしたいと思います。
④お寺のお手伝い（報恩講の前日の準備等）
知り合いの門徒さんに聴聞の誘いをしている
⑤門徒推進員としての実践の内容がよくわからない
知り合いの門徒さんに聴聞の誘いをするけどなかなかお寺に
参ってもらえない

登録番号425

①西尾恵子（にしおけいこ） ②出雲組妙寿寺
③お寺の行事がある時、知り合いの門徒さんを誘って聴聞した
い。
お寺のお手伝いをしたい
仏教婦人会の未加入者に組織への参加をすすめたいと思います。

④知り合いの門徒さんに聴聞への声がけをしている。
家族と共に1日1回は勤行をするようにしている。
⑤知り合いの門徒さんに聴聞のおすすめをしてるけどなかなか
お寺へお参りしてもらえない。
門徒推進員としての実践内容がよくわからない。

登録番号426

①槇野博巳（まきのひろみ） ②出雲組妙寿寺
③お寺の諸行事に積極的に参加したい
④広報誌「無量寿」の編集
⑤仏教壮年会の活動に多数の門徒の方に参加していただきたい。

登録番号422

①高橋 稔（たかはしみのる） ②出雲組妙寿寺
③お寺、地域とのかかわりを大切にしてゆきたい。
④お寺の行事・法座等に参詣して聴聞する。
⑤「基幹運動の推進」という大きな課題に向って、どのように
活動できるだろうか。

登録番号423

①高橋守雄（たかはしもりお） ②出雲組妙寿寺
③聴聞を重ねさせていただく、お寺の行事に皆様を誘い参加さ
せていただきたい。
④仏教壮年会の地域の役員として活動させてもらっています。
⑤特になし

仏
の
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は
、
大

切
な
こ
と
で
あ
り
、
子
ど
も
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
思
い
は
相
続
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
、
感
じ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
会
の
ほ
と
ん
ど
が
、
寺
族
を

中
心
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
坊

で
は
以
前
に
、
近
所
の
ご
門
徒
さ
ん
自

ら
が
「
子
ど
も
会
を
手
伝
わ
せ
て
く
だ

さ
い
」
と
の
声
を
頂
き
、
四
年
前
に
ご

往
生
（
六
十
五
才
寂
）
さ
れ
る
ま
で
お

世
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
別
な
経

験
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
指
導
を
さ

れ
る
と
い
う
よ
り
、
子
ど
も
と
共
に
阿

弥
陀
如
来
様
に
お
育
て
を
頂
く
ご
縁
と

し
て
、ま
た
自
ら
の
よ
ろ
こ
び
と
し
て
、

子
ど
も
と
接
し
て
お
ら
れ
た
そ
の
お
姿

に
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

あ
る
ご
講
師
が
、
今
の
時
代
一
番
大

切
な
こ
と
は
、「
感
謝
」
の
心
で
あ
る

と
お
話
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
あ
た
り

前
と
受
け
止
め
が
ち
で
す
が
、
確
か
に

今
、一
番
欠
け
て
き
た
心
で
あ
り
ま
す
。

言
葉
を
か
え
る
と
、「
よ
ろ
こ
び
」
が

私
の
な
か
に
な
い
。人
間
に
生
ま
れ
て
、

こ
れ
ほ
ど
寂
し
い
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。「
私
さ
え
よ
け
れ
ば
」「
人
の
こ
と

は
ど
う
だ
っ
て
い
い
」
と
い
う
私
の
心

の
向
き
に
目
を
向
け
な
い
か
ぎ
り
、
ま

す
ま
す
心
の
貧
し
い
時
代
を
作
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
う

い
う
子
ど
も
た
ち
を
作
っ
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

寺
院
は
ご
門
徒
さ
ん
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
何
を

す
る
に
し
て
も
、
寺
族
だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
支
え
ら

れ
る
こ
と
の
有
難
さ
を
感
じ
、
そ
の
思

い
に
報
い
て
い
け
る
日
暮
し
を
、
考
え

ね
ば
と
、
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
、

寺
の
生
命
線
で
あ
る
こ
と
も
、
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
教
化
団
体
に
お
け
る
課
題
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
人
数
や
単
位

の
増
減
ば
か
り
に
目
を
向
け
る
の
で
は

な
く
、
宗
教
の
大
切
さ
（
感
謝
の
心
）

を
伝
え
る
活
動
を
目
指
し
、
皆
様
と
共

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
、
思
い

ま
す
。

（5） 2006（平成 18 ）年 1  月 20 日

よ
ろ
こ
び

山
陰
教
区
少
年
連
盟
理
事
長

市
山
組
長
玄
寺

岡
　
本
　
広
　
樹



所
は
前
の
真
中
、
そ
し
て
一
番
年
月
を
感

じ
る
処
は
端
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
た
講
師

の
方
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。
頭
で
は

理
解
出
来
て
も
、
実
践
す
る
こ
と
の
難
し

さ
を
感
じ
て
い
る
今
頃
で
す
。
多
く
の
門

徒
さ
ん
が
心
安
ら
ぐ
場
を
も
と
め
て
お
寺

に
参
詣
さ
れ
る
際
、
温
か
い
気
持
で
言
葉

を
交
し
合
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
る
よ

う
、
推
進
員
と
し
て
、
努
力
、
研
鑽
の
積

み
重
ね
が
必
要
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
自
分
を
変
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

い
な
が
ら
、
一
年
生
の
よ
ち
よ
ち
歩
き
の

私
で
す
が
、
周
囲
の
皆
様
方
の
御
指
導
を

い
た
だ
き
、
元
気
で
お
念
仏
の
み
教
え
を

聞
く
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
感
謝
し
、
そ

の
幸
せ
を
門
徒
の
皆
様
に
も
念
仏
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
お
伝
え
し
よ
う
と
心
掛
け
、

推
進
員
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

月
日
が
経
過
す
る
に
つ
れ
、
今
こ
う
し

て
静
か
に
お
念
仏
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
思
う

こ
と
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
『
す
べ
て
平
等
、

お
互
い
の
立
場
や
生
き
方
を
認
め
あ
い
な

が
ら
生
き
る
こ
と
』
の
み
教
え
を
噛
み
締

め
て
い
る
今
の
私
で
す
。

テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
暗
い
ニ

ュ
ー
ス
の
多
い
昨
今
で
す
。
幼
子
が
い
と
も

簡
単
に
命
を
奪
わ
れ
て
い
く
、
ま
た
若
者
の

ニ
ー
ト
問
題
、
こ
う
し
た
混
迷
す
る
現
代
社

会
を
少
し
ず
つ
で
も
明
る
い
社
会
に
な
る
よ

う
に
お
寺
を
中
心
に
、
ご
住
職
、
坊
守
様

の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
私
達
は
、
聴

聞
に
励
み
、
門
徒
の
皆
様
が
如
来
さ
ま
の

大
悲
に
つ
つ
ま
れ
て
、
生
か
さ
れ
て
い
る
喜

び
を
味
わ
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
場
（
寺
）
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
、
一
人
で
も
多
く
の
門
徒

の
方
と
の
出
会
い
を
願
っ
て
い
ま
す
。

第
一
六
四
回
中
央
教
修
を
修
了
し
、
推

進
員
の
仲
間
入
り
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
一
年

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
季
節
的

に
も
厳
寒
の
最
中
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
を
し
た
の
は
、
何
も
寒
さ
だ
け
の
せ
い

で
は
な
く
、
本
山
で
の
凛
と
し
た
お
つ
と

め
で
あ
っ
た
と
今
で
も
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

朝
六
時
三
十
分
の
晨
朝
参
拝
に
始
ま
り
、

感
動
し
た
『
決
意
表
明
式
』
と
み
仏
に
見

守
ら
れ
た
教
修
の
中
で
得
ら
れ
た
大
き
な

財
産
を
糧
に
、
今
の
私
は
聴
聞
に
励
み
、

自
分
に
出
来
る
こ
と
を
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ご
法
話
の
中
で
『
あ
の
門
徒
さ
ん
が
居

る
か
ら
聴
聞
に
出
掛
け
よ
う
と
い
わ
れ
る

よ
う
な
推
進
員
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
』

と
ご
教
示
が
あ
り
ま
し
た
。

又
聴
聞
の
時
は
進
ん
で
前
列
に
並
ぶ
よ

う
に
と
の
こ
と
、「
本
堂
で
一
番
綺
麗
な
場

平
成
十
六
年
十
二
月
初
め
、
中
央
教
修

に
ご
縁
を
結
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
れ
か

ら
一
年
が
来
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
門
徒

推
進
員
と
し
て
、
私
に
何
が
出
来
た
の
か
、

今
一
度
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
雲
組
の
組
連
研
は
平
成
元
年
に
受
講
し

て
お
り
、
中
央
教
修
を
受
講
す
る
に
あ
た

り
十
六
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
は
私
に
と
っ
て

不
安
で
し
た
。
あ
る
方
が
「
気
楽
に
楽
し

ん
で
来
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の

言
葉
で
不
安
な
気
持
は
一
瞬
に
し
て
消
え

ま
し
た
。
私
は
何
を
そ
ん
な
に
気
負
っ
て

い
た
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
お
ま
か
せ
の

身
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

中
央
教
修
は
三
泊
四
日
の
ハ
ー
ド
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も

充
実
し
た
四
日
間
で
し
た
。
講
師
の
先
生

方
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
気
く
ば
り
、

や
さ
し
さ
は
あ
り
が
た
く
、
も
っ
た
い
な

い
の
一
言
で
す
。
仲
間
の
四
十
五
人
も
初

め
て
お
会
い
し
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
打

ち
解
け
て
、
誰
と
で
も
お
話
が
出
来
、
友

好
を
深
め
ら
れ
た
事
が
、
す
ば
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
同
じ
班
の
方
の
お
寺
で
は
、

仏
教
讃
歌
が
ご
縁
で
お
寺
に
お
参
り
す
る

様
に
な
っ
た
と
お
聞
き
し
、
す
て
き
な
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
の
お
寺
も
若
婦
、

仏
婦
に
お
誘
い
し
て
も
入
会
し
て
も
ら
え

な
い
。
仏
教
讃
歌
の
本
の
中
で
「
娘
た
ち

よ
」
が
特
に
私
に
は
印
象
に
残
っ
た
、
す
ば

ら
し
い
讃
歌
が
あ
る
の
に
、
お
寺
か
ら
楽
し

い
歌
声
が
聞
こ
え
た
ら
ど
ん
な
に
良
い
だ
ろ

う
な
と
思
っ
た
。
ピ
ア
ノ
を
弾
く
人
は
ゲ
ッ

ト
し
た
の
で
あ
と
は
歌
う
人
を
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
私
の
夢
か
な
？

門
徒
推
進
員
に
な
っ
て
現
在
し
て
い
る

事
は
お
寺
の
法
座
が
年
十
回
位
あ
り
ま
す
。

そ
の
準
備
、
あ
と
片
づ
け
、
お
手
伝
い
を

し
て
お
り
ま
す
。
も
っ
ぱ
ら
私
は
掃
除
が

主
で
あ
り
ま
す
。

毎
日
朝
夕
の
お
つ
と
め
も
心
が
け
て
お

り
ま
す
。
仏
壇
の
前
に
座
る
と
心
が
な
ご

み
ま
す
。
こ
こ
ち
良
い
場
所
で
す
。「
食
事

の
こ
と
ば
」
も
孫
が
来
る
と
私
の
真
似
を

し
ま
す
。
私
が
し
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら

な
い
、
何
も
出
来
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
聴
聞
に
励
み
念
仏
生
活
に

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
掌

今
年
一
月
、
住
職
様
よ
り
「
門
徒
推
進

員
」
を
養
成
す
る
出
雲
組
連
続
研
修
を
受

け
て
み
な
い
か
と
、
お
勧
め
下
さ
い
ま
し

た
。
い
く
ら
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

自
分
に
と
っ
て
研
鑽
の
よ
い
機
会
で
あ
り
、

思
い
切
っ
て
「
連
研
」
を
近
郊
の
お
寺
を

会
場
に
し
て
、
仏
教
一
般
・
真
宗
の
教
え

等
六
ヶ
月
間
に
渡
り
受
講
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
深
く
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
の
み
教
え
を
学
ん
で
、
自
ら
の
門
徒

と
し
て
の
姿
勢
を
築
い
て
ゆ
く
た
め
に
本
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門
徒
推
進
員
と
し
て
思
う
こ
と

松
江
組
　
明
宗
寺

宍
　
戸
　
芳
　
子

「
中
央
教
修
を
受
け
て
思
う
こ
と
」

出
雲
組
　
妙
寿
寺湯

　
浅
　
き
よ
子

新会員の声

寄　稿

門
徒
推
進
員
に
な
っ
て

出
雲
組
　
妙
寿
寺高

　
橋
　
　
　
稔



願
寺
に
於
い
て
、
三
泊
四
日
の
日
程
で
門

徒
推
進
員
中
央
教
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

三
日
目
の
決
意
表
明
式
で
は
厳
粛
な
雰
囲

気
の
中
で
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
御
前
で

誓
い
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
、
と
て
も
緊
張
し
た
時
間
で
あ
り
、

忘
れ
る
事
の
で
き
な
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

誓
っ
た
事
を
心
に
留
め
、
こ
れ
か
ら
門
徒

推
進
員
と
し
て
、
お
寺
の
行
事
・
地
域
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
一
生
懸
命
に
や
り
、
少
し
で
も

役
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
の
頃
、
如
来
さ
ま
を
拝
ん
で
念
仏
を

称
え
た
り
、
お
経
を
読
ん
で
お
参
り
し
て

い
る
日
々
が
多
く
な
り
、
心
静
か
な
時
間

が
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
明
る
い
気
持
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
念
仏
を
称
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
お
寺
で
開
か
れ
る
聞
法
の
場
、
法
座

へ
参
詣
し
て
聴
聞
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
お
寺
へ
参
る
、
仏
壇
へ
参
る

の
は
、
如
来
さ
ま
を
礼
拝
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
同
じ
内
容
で
す
が
、
聞
法
す
る
と

い
う
こ
と
は
お
寺
へ
行
く
こ
と
に
よ
っ
て

で
き
る
こ
と
で
す
し
、
御
同
朋
御
同
行
と

共
に
仏
縁
に
あ
う
こ
と
を
心
が
け
た
い
も

の
で
す
。

第
一
六
四
回
中
央
教
修
と
第
四
連
区
門

徒
推
進
員
研
修
で
、「
差
別
」
と
「
平
和
」

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
あ
り
、
そ
れ
等

に
対
し
私
自
身
の
考
え
方
が
非
常
に
大
切

で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
差
別
も
戦
争
も
人
の
世
か
ら
無

く
な
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

中
央
教
修
で
は
講
師
先
生
か
ら
「
差
別
は
一

〇
〇
％
無
く
な
る
と
思
わ
な
い
と
運
動
は
成

り
立
た
な
い
、
無
く
な
ら
な
い
と
思
っ
た
時

点
で
運
動
は
止
ま
る
」
と
、
ま
た
連
区
研
修

で
平
和
に
つ
い
て
講
師
先
生
は
「
戦
争
は
無

く
な
る
こ
と
は
な
い
」「
い
ず
れ
い
つ
か
は

無
く
な
る
」
な
ど
の
考
え
に
は
「
私
」
と
い

う
も
の
が
な
い
。
無
く
な
ら
な
い
の
で
は
な

く
「
戦
争
を
な
く
す
に
は
私
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
」
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
し

て
私
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
私
に
何

が
で
き
る
の
か
を
問
わ
な
い
と
何
も
解
決

せ
ず
前
進
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
中

で
し
っ
か
り
受
け
止
め
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
連
研
に
御
縁
が
あ
る
ま
で
は
、
合
掌

は
出
来
て
も
、
心
か
ら
念
仏
が
申
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
組
長
様
方
の
御
配
慮
に
よ
り
、
中

央
教
修
に
ま
で
進
ま
せ
て
頂
き
「
釈
稱
徳
」

と
仏
の
子
と
し
て
の
証
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

「
一
人
で
も
多
く
、
お
寺
の
聴
聞
に
お
誘
い

す
る
」「
讃
歌
の
グ
ル
ー
プ
を
決
起
す
る
」

と
二
つ
の
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

再
び
思
い
が
け
な
い
御
縁
で
「
平
成
十

七
年
度
第
四
連
区
門
推
研
（
山
口
）」
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
新
米
の
私
に
対

し
、
先
輩
推
進
員
の
皆
様
の
温
か
い
お
導

き
、
講
師
、
季
平
先
生
と
の
懐
か
し
い
再
会

「
仏
教
と
憲
法
九
条
」
の
本
と
の
出
合
い

「
念
仏
者
と
九
条
の
会
」
の
あ
る
事
を
知
り

不
安
な
世
情
に
心
を
痛
め
て
お
り
ま
し
た

所
、
大
変
心
強
く
光
明
を
頂
い
た
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
話
し
合
い
法
座
を

続
け
て
行
き
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

節
目
で
も
あ
る
停
年
を
迎
え
た
私
は
基

幹
運
動
と
し
て
の
取
組
み
浜
田
組
の
連
続

研
修
実
施
案
内
の
チ
ラ
シ
に
私
の
心
が
向

き
合
い
ま
し
た
。
夫
の
今
は
亡
き
父
は
事

あ
る
如
に
覚
永
寺
に
通
っ
て
居
る
様
子
も

余
り
気
に
も
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
や
は
り

父
の
生
き
て
来
ら
れ
た
姿
が
私
の
心
を
向

き
遇
わ
せ
ら
れ
た
と
も
思
わ
れ
父
が
有
難

い
存
在
だ
っ
た
と
痛
感
せ
し
め
ら
れ
た
。

仏
教
に
つ
い
て
知
り
た
い
一
念
で
連
研
に

受
講
を
し
中
央
教
修
に
ま
で
ご
縁
を
い
た

だ
き
非
常
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
人
生
経
験

を
さ
せ
て
頂
き
感
激
と
感
謝
の
念
で
一
杯

で
す
。
門
徒
推
進
員
の
一
員
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
お
念
仏
の
輪
を
広
め
る
お
手
伝

い
を
す
る
念
を
深
め
る
に
は
先
ず
自
己
研

鑽
は
聞
法
だ
と
聴
聞
の
ご
縁
を
大
切
に
心

掛
け
浄
土
真
宗
の
教
え
に
は
判
ら
な
い
事

が
多
い
の
で
聖
典
を
通
し
て
の
法
話
会
に

と
私
を
育
て
て
頂
い
て
い
ま
す
。

私
達
の
生
れ
育
っ
た
村
は
神
棚
も
な
い

浄
土
真
宗
門
徒
ば
か
り
で
、
ま
た
妙
好
人

源
左
さ
ん
の
生
れ
た
所
で
す
。
小
さ
い
頃

は
祖
母
や
母
に
手
を
ひ
か
れ
お
寺
参
り
を

し
て
育
ち
ま
し
た
。

仏
教
青
年
会
に
誘
わ
れ
た
の
が
御
縁
と

な
り
お
寺
で
の
い
ろ
ん
な
活
動
や
、
仏
教

婦
人
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
聴
聞
と
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
住
職

様
に
声
を
か
け
ら
れ
連
研
を
受
け
ま
し
た
。

感
激
を
し
て
お
り
ま
し
た
所
中
央
研
修
の

参
加
の
お
す
す
め
を
頂
き
ま
し
た
。
参
加

を
し
て
み
る
と
若
い
時
に
聴
く
と
言
う
事

の
大
事
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
お
念
佛
の
力

は
有
難
い
な
あ
、
お
念
佛
一
つ
で
阿
弥
陀

様
の
お
救
い
の
お
働
き
に
あ
ず
か
っ
て
い

る
と
味
わ
い
ま
し
た
。
中
央
研
修
を
受
け

て
因
幡
組
で
は
初
め
て
の
門
徒
推
進
員
の

一
員
と
な
っ
た
今
、
こ
の
喜
び
を
一
人
で

も
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
推
進
員

に
な
る
事
を
勧
め
る
呼
び
か
け
声
か
け
が

一
番
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

は
勿
論
皆
様
方
々
に
も
呼
び
か
け
を
お
願

い
し
、
今
聴
聞
を
す
る
事
が
大
事
で
あ
る

事
を
忘
れ
ず
に
寺
院
で
の
活
動
や
、
色
々

と
考
え
て
下
さ
っ
て
お
ら
れ
る
住
職
様
、

坊
守
様
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
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「
私
」
に
で
き
る
こ
と

出
雲
組
　
東
林
寺

岸
　
本
　
邦
　
夫

仏
の
子
と
し
て

邑
智
西
組
　
安
楽
寺

屋
　
原
　
貞
　
子

新
入
会
員
紹
介

浜
田
組
　
覚
永
寺砂

　
川
　
幸
　
子

今
聴
聞
す
る
事
が
大
事

因
幡
組
　
願
正
寺足

　
利
　
八
千
代
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▽
会
報
「
と
も
し
び
」
第
七
号
を
お
届

け
し
ま
す
。
皆
様
よ
り
た
く
さ
ん
の
寄

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▽
続
々
と
門
徒
推
進
員
さ
ん
が
誕
生
し

て
い
ま
す
。
新
た
に
三
十
五
名
が
登
録
、

只
今
十
九
名
が
「
中
央
教
修
」
申
し
込

み
中
で
す
。

▽
例
え
ば
、
専
門
家
と
い
う
の
は
、
知

識
、
技
術
、
経
験
な
ど
を
身
に
つ
け
、
国

家
試
験
な
ど
に
合
格
し
て
資
格
を
得
ま

す
。
こ
れ
は
「
自
己
を
高
め
る
」
と
い

う
道
で
し
ょ
う
。
し
か
し
専
門
家
に
な
っ

た
ら
、
今
度
は
そ
の
道
を
極
め
る
と
い
う

歩
み
が
始
ま
り
ま
す
。「
専
門
家
に
な
っ

た
か
ら
（
名
実
共
に
）
専
門
家
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
が
本
当
に
大
切
な
こ
と
で

す
。
門
徒
推
進
員
さ
ん
も
同
じ
だ
な
あ

と
思
い
ま
す
。
活
動
を
通
し
て
自
己
を

深
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

（
合
掌
）

編 集 後 記

共に語ろう

同朋の広場
「
遇

た
ま
た
ま

行
信
を
獲
ば
遠
く
宿
縁
を
慶
べ
」
今

年
も
報
恩
講

ほ

ん

こ

さ
ん
が
近
隣
の
お
寺
さ
ん
で
お

勤
ま
り
に
な
り
御
陰
さ
ま
で
ご
縁
が
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。「
如
来
ご
回
向
の
ナ
ン
マ
ン
ダ

ブ
ツ
」
如
来

お

や

サ
マ
の
御み

心
を
こ
の
只
今
に
お

届
け
下
さ
れ
た
ご
開
山
さ
ま
の
ご
恩
が
あ
れ

ば
こ
そ
み
教
え
に
遇
わ
せ
て
頂
け
ま
し
た
。

六
年
七
月
五
十
歳
と
十
日
の
人
生
を
急
い
だ

弟
、
そ
し
て
何
年
も
看
病
で
き
る
と
思
っ
て

い
た
七
年
五
月
に
母
逝
去
、
悲
し
い
別
れ
は

大
き
な
出
遇
い
の
始
ま
り
で
し
た
。
東
京
ご

在
住
の
先
生
や
諸
先
生
方
の
ご
縁
を
頂
き
お

育
て
を
蒙
り
、
中
央
教
修
受
講
の
ご
縁
と
な

り
ま
し
た
。
門
推
員
諸
先
輩
は
そ
の
お
立
場

で
ご
活
躍
な
さ
っ
て
ま
す
の
に
名
ば
か
り
の

門
徒
で
お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

「
生
ま
れ
難
い
境
界
　
人
間
に
生
ま
れ
さ
せ

た
ま
ふ
た
　
遇
い
難
い
仏
法
に
　
み
教
え
に

遇
わ
し
め
給
ふ
て
　
み
名
呼
ば
し
め
た
ま
ふ

た
　
南
無
阿
弥
陀
佛
」

幾
度
も
呑
み
込
ん
だ
冷
た
い
泪
が
、
溢
れ

出
た
熱
い
泪
も
、
全
て
の
こ
と
が
大
事
な
ご

縁
さ
ま
、
一
つ
一
つ
が
賜
り
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。

合
掌

ご縁さま
温泉津組　敬願寺

釜 瀬 昭 子

飯
石
北
組
門
徒
推
進
員
は
佐
田
・
掛

合
・
三
刀
屋
地
区
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

二
十
五
名
の
全
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

二
年
ご
と
に
役
員
交
替
で
今
年
は
三
刀
屋

地
区
が
当
番
と
な
り
善
徳
寺
が
担
当
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
広
澤
会
長
を
軸
に
事

務
局
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
班
長
三
名
の
五
名

で
役
員
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
四
月

十
日
善
徳
寺
で
総
会
及
び
研
修
会
を
行
い

本
年
度
の
事
業
活
動
計
画
が
承
認
さ
れ
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
山
陰
教
区
総
会
、
研

修
会
へ
の
参
加
、
四
連
区
研
修
会
へ
の
参

加
、
ご
正
忌
報
恩
講
へ
の
参
拝
、
北
組
門

徒
推
進
員
の
研
修
、
交
流
会
へ
の
参
加
を

活
動
計
画
に
立
て
、
去
る
六
月
十
九
日
出

雲
農
済
組
合
会
館
で
山
陰
教
区
総
会
及
び

研
修
会
が
あ
り
七
名
出
席
、
法
座
方
式
で

意
見
交
換
を
行
い
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意

見
発
表
が
あ
り
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
次

に
先
般
十
月
二
十
二
日
北
組
門
徒
推
進
員

の
研
修
会
を
善
徳
寺
住
職
様
の
法
話
を
聞

き
ま
し
た
。
そ
の
後
場
所
を
変
え
て
交
流

会
に
移
り
に
ぎ
や
か
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
当
日
は
十
五
名
の
参
加
が
あ
り
今
後

の
門
推
活
動
に
対
し
皆
で
協
力
し
取
り
組

ん
で
行
く
事
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
後

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

浜
田
組
門
推
員
協
議
会
が
発
足
し
て

早
や
六
年
。
門
推
員
の
自
覚
研
鑽
を
深

め
る
実
践
と
し
て
、
十
四
年
よ
り
宗
祖

八
十
五
才
以
降
と
み
ら
れ
る
最
晩
年
の

信
境
、
本
願
念
仏
の
讃
仰
の
お
気
持
ち

が
伺
わ
れ
る
「
三
帖
和
讃
」
を
聴
講
し

た
。
顕
正
寺
住
職
幡
谷
明
師
（
大
谷
大

学
名
誉
教
授
）
宗
祖
の
ご
命
日
二
十
八

日
を
縁
日
と
し
て
毎
月
欠
か
さ
ず
受
講

し
、「
聞
其
名
号
　
信
心
歓
喜
」
浄
土

真
宗
の
要
は
「
た
だ
念
仏
よ
り
。
ほ
か

な
き
な
り
。」
約
三
年
余
り
の
法
話
に

依
る
�
ひ
び
き
�
に
頷
き
、
宗
祖
の
偉

大
さ
に
更
め
て
身
に
染
み
入
り
驚
き
の

な
か
に
充
実
し
た
ご
縁
で
あ
っ
た
。

宗
祖
聖
人
は
法
然
上
人
に
善
智
識
と

し
て
値
遇
さ
れ
た
。

門
推
員
も
一
人
々
が
よ
き
人
の
仰
せ

を
被
む
り
只
ら
信
従
出
来
る
出
遇
い
が

求
め
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
聴
聞
は
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
聞
き
た

く
な
る
。
い
た
だ
く
諸
仏
の
声
を
聞
き

た
い
法
の
声
が
聞
き
止
ま
ら
な
い
心
と

申
す
こ
と
が
門
推
員
た
る
念
仏
者
と
し

て
の
姿
で
あ
り
た
い
と
。

南
無

山
陰
教
区
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
役
員
名
簿 

   

役
職 

会
　
長 

副
会
長 

会
　
計 

理
　
事 

理
　
事 

理
　
事 

理
　
事 

理
　
事 

理
　
事 

理
　
事 

理
　
事 

理
　
事 

監
　
事 

監
　
事 

参
　
与 

参
　
与 

組
　
名 

松
　
江 

浜
　
田 

神
　
門 

神
　
門 

出
　
雲 

出
　
雲 

飯
石
南 

飯
石
北 

温
泉
津 

大
　
田 

邑
智
西 

出
　
雲 

松
　
江 

飯
石
南 

出
　
雲 

神
　
門 

所
属
寺
院 

明
宗
寺 

順
興
寺 

長
泉
寺 

乗
光
寺 

通
伝
寺 

源
光
寺 

一
念
寺 

善
徳
寺 

敬
願
寺 

常
見
寺 

浄
蓮
寺 

妙
壽
寺 

真
光
寺 

一
念
寺 

源
光
寺 

善
福
寺 

氏
　
名 

松
　
浦
　
　
　
靖 

河
　
野
　
　
　
久 

上
　
田
　
克
　
夫 

安

部

賀

就

 

郷
　
原
　
武
　
雄 

今
　
岡
　
　
　
力 

柳

原

陽

二

 

広

沢

英

雄

 

上

田

正

吉

 

田

中

圓

而

 

小

松

満

雄

 

坂

本

光

弘

 

名
免
良
　
広
　
秋 

景
　
山
　
三
　
郎 

日
　
野
　
　
　
実 

遠
　
藤
　
英
　
逸 

二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
〜
二
〇
〇
七
年
三
月
三
十
一
日 

真
宗
の
要
は
お
念
仏

浜
田
組
　
順
興
寺
　
河
野
　
久

飯
石
北
組
門
徒
推
進
員
の

活
動
状
況

飯
石
北
組
門
徒
推
進
員
事
務
局

山
田
稔
貴

組
の
活
動

組
の
活
動
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